
 

 

 

 

 

使用済み核燃料搬入スケジュールが公表されました 

「核の中間貯蔵施設はいらない！下北の会」がむつ市へ申し入れ 
 ３月 27 日にリサイクル燃料貯蔵㈱と親会社の東京

電力が青森県やむつ市を訪れ、使用済み核燃料装填

キャスク１基を使用前検査のために本年７～９月中

に搬入することを表明しました。 

 このことを受けて「核の中間貯蔵施設はいらな

い！下北の会(野坂庸子代表)」はむつ市役所を訪れ、

申し入れ書を手交（野坂代表が急遽、都合により欠

席したため栗橋事務局長が代行）しながらおよそ 1時

間にわたり、申し入れ内容などについて話し合いを

持ちました。 

むつ市側は角本政策推進部長、畑山防災危機管理

監（むつ消防署長兼務）らが対応しました。 

私たちはまず、搬入の前提となる安全協定締結に

先立ち、きめ細やかな住民説明会の実施を市当局に

求めました。およそ 20 年前の施設建設に向けて県内

各地で行われた住民説明会開催時と現在では様々な

面で大きな隔たりがあります。３・11 事故を踏まえ、

原子力災害に対する住民の意識も大きく変化してい

ます。また、何より最長 50 年貯蔵後の搬出先として

当時の説明会で提起されていた第２再処理工場計画

は経産省などを含むあらゆる国家機関のどこにもそ

の計画すら存在しません。市当局は現時点では規模

や開催方法などは決まっていないが申し入れ内容に

ついては検討するとしています。 

また、安全協定には最低でも①保管期限終了後の

使用済み核燃料装填キャスクの搬出先の明確にする

こと、②国が核燃料サイクル事業または使用済み核

燃料の全量再処理方針を中止した場合は施設自体の

存在意義がなくなるため返上すること、主にこの 2点

は確実に協定に盛り込むことを強く訴えました。 

なお正式な文書回答は５月中に発出することを確

認しました。 

【申入書の概要】 
① 再処理工場の操業が未確定であるため、最低でも操業メドが立つまで搬入を認めるべきではない。 

② わが国が使用済み核燃料の全量再処理路線放棄時の貯蔵事業の継続についての見解。 

③ 安全協定締結前の住民説明会について開催主体や日程、規模について伺いたい。 

④ 安全協定締結当事者には電事連や親会社も関与するか。今日までのリサイクル燃料貯蔵貯蔵㈱の対応を

見れば当事者能力の欠如を感じるため、ぜひ協定当事者として親会社も加わることが必要と考える。 

⑤ 安全協定の具体的な内容には貯蔵期間満了後の搬出先を明文化することを強く求める。 

⑥ 立地協定当事者以外の事業者からの搬入を絶対認めない立場を明言してほしい。 

⑦ 能登半島地震を踏まえ、中間貯蔵施設の活断層調査の再検討を市としても事業者へ申入れてほしい。 

⑧ 自然災害と原子力災害が同時発生した場合、地形的な孤立状態に対する対処計画を知りたい。 

⑨ オフサイトセンターの設置場所

が具体化したようだが建設スケジ

ュールは不明であり、この施設完

成に先んじて中間貯蔵の稼働は認

めるべきではない。搬入はについ

ての見解を求めている。 

⑩ 全国に例を見ない軍事施設と商

業用原子力施設の併存は市民の命

と暮らしを守る自治体としてどの

ような独自対策を考えているの

か。 

⑪ 本施設が稼働することによって

新たに生じる経済的メリットにつ

いての見解を求める。 
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４・９反核燃全国集会に 500 人！青森市民会館で開催！ 
核燃サイクル計画受け入れから 39 年 

1985年 4月 9日に当時の北村青森県知事が県民の

声を視して青森県議会全員協議会で当時の核燃サイ

クル 3 点セット(使用済み核燃料再処理工場、ウラン

濃縮工場、低レベル放射性廃棄物埋蔵施設)の受け入

れを表明しました。以降、青森県反核実行委員会が

結成され、この日を「反核燃の日」と定めて例年、

この前後に全国集会が開催されてきました。 

本年は 39回目の「反核燃の日」として 4月 6日、

青森市民会館に県内外から 500 名の参加のもとで開

催されました。当時の 3 点セットはその後、MOX 燃

料加工工場、高レベル放射性廃棄物一時貯蔵施設と 5

点セットとなり、今日に至っています。 

集会では原子力資料情報室の松久保肇事務局長か

ら「能登半島地震からの教訓」が提起され、核燃サ

イクル阻止1万人訴訟原告団の浅石紘爾代表、下北か

らは栗橋が現況報告などを行い、終了後、青森市内

をデモ行進、核燃サイクル中止を訴えました。 

また、本集会に先立ち同会場で全国からの市民グ

ル一プによる「4・9 反核燃全国市民集会」が開催さ

れ、60 名が参加、今村修青森県反核実行委員長（社

民党青森県連代表）より「サイクル 40 年を振り返る」

と題した講演が開催されました。こちらの集会でも

栗橋が現況報告を行いました。その後、すべての参

加者が午後からの全国集会に合流しました。 

翌7日には六ヶ所再処理工場前で抗議集会が開催さ

れ、約 100 名が参加、核燃サイクル阻止 1 万人訴訟

原告団山田清彦事務局長からの報告や六ヶ所村「花

とハーブの里」代表の菊川慶子さん、「六ヶ所村の

新しい風」共同代表の遠藤順子さんらのあいさつな

どを受け、村内中心部をデモ行進しました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4/7 東奥日報 

六ヶ所処理工場前抗議集会 



えぃっ～！こんなあたりまえの意見書も否決するむつ市議会って 
能登半島地震復旧・復興の最優先を求める意見書    

自民党派閥裏金の徹底解明と再発防止策を求める意見書 
むつ市議会の第 259回定例会は 3月 15日閉会しま

したが、杉浦弘樹議員が中心となり、わが国の喫緊

の課題として立憲民主党本部の方針を踏まえて地方

自治法 99 条に基づき、下記の２項目の意見書を提出

しました。 

① 令和 6年能登半島地震の復旧・復興を最優先する

ことを求める意見書 

② 自民党派閥裏金問題の徹底解明と実効性ある再

発防止策の確立を求める意見書 

 しかし、この意見書は「自民クラブ」「公明・自

由」「陸奥未来」会派などの反対により僅差でした

が採択に至りませんでした。こうした思想信条を超

えた国民全体が今一番の関心事から目を背けるむつ

市議会与党会派の姿勢は一体何なのでしょうか。そ

んなことが感じられた３月議会でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※ 「むつ市議会だより№29」より 

第 95回メーデーむつ地区祭典が開催されました 
連休初日にあたる 4月 27日（土）、全国で連合系

のメーデーが開催され、連合青森下北地域協議会も

同日 11時よりむつ市来さまい館イベント広場に 100

名の労組員が参加し、開催されました。規模で、青

森県内で一番小さな地協ですが、今年は、若い参加

者が多く盛り上がったメーデーとなりました。集会

後はコロナ禍で中断していたデモ行進も行われ、終

了後はむつニューグリーンホテルに会場を移して盛

大に交流会も開催されました。本集会には杉浦市議、

升田世喜男立憲民主党青森 1区総支部長らが来賓とし

て参加、自民党金権腐敗政治の打破などを強く訴え

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれも否決されました 



東通原発、再稼働はますます遠のきました 6 回目の安全対策工事完了時期の延期 
東北電力は４月 22 日、東通村の東通原発 1 号機

を再稼働させる前提となる安全対策工事について、

2024 年度中の完了を断念したと発表しました。今

後、追加の津波対策が必要になることが大きな要因

としています。「現時点で明確なスケジュールを想

定することが困難」と述べ、再稼働は全く見越せな

い状況となっています。2005年に運転開始した1号

機を巡り、原発事故後に定めた新規制基準への適合

性審査が長期化しており安全対策工事の完了時期を

たびたび繰り延べ、6 回目の延期となりました。東

通村長はこの報告を聞き「そんなことが今、判明し

たとは信じがたい」と事業者に苦言を呈しました。 
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ＪＲ大湊線は通学、通勤、通

院、買い物などの地域経済及び

生活環境を支える公共交通機関

です。しかしながら、ダイヤ構

成が不都合、特に青森市方面へ

の往復は待ち時間が長く利用し

づらいことや、主要駅とのバス

路線との接続が希薄であるこ

と。強風に弱く運行不能事態が

多いことなどを耳にします。 

不便で利用を敬遠する、そし

て、ますます利用者は減少す

る。自治体が主導権を発揮して

こうしたことへの改善への努力

が必要ではないでしょうか。 

4/2 デーリー東北 ↓4/6 デーリー東北 

搬出先の明確化へ向け
安全協定に明記を！ 

 宮下知事はむつ市長時代の

2021年 9月の経産省資源エ

ネルギー庁が「第 6次エネル

ギー基本計画」のパブリック

コメントに自治体としては異

例ながら応募しています。 

 貯蔵後の搬出先が明確でな

いことを懸念したためです。

このままでは議会や市民に説

明が困難であるため国として

再処理工場のあり方を明確に

してほしいというものです。  

 そのことは市長自身が搬出

先に不安を持っていることの

証です。 

 だとするならば、当然、こ

の点について安全協定などで

明文化すべきではないでしょ

うか。 



自民全敗、立憲民主 3 戦全勝 島根 1 区で自民敗れる 衆院補選 
衆院の三つの補欠選挙が４月 28

日、投開票されました。自民党は

与野党一騎打ちとなった島根 1 区

で敗れたほか、候補者の擁立を見

送り不戦敗となった東京 15区、長

崎 3 区と合わせ全敗でした。派閥

の裏金事件を受けて「政治とカネ」

の問題への姿勢が問われた岸田首

相には厳しい結果となり、今後の

政権運営への影響が避けられない

状況となりました。 

3 選挙区は、今回の補選までは

いずれも自民議員が議席を維持し

ていました。今回、自民党が唯一

候補者を擁立した島根 1 区は、立

憲民主党の党県連代表で前職の亀

井亜紀子氏が自民新顔で元財務官

僚の錦織功政氏を破りました。組

織的な裏金作りをしてきた安倍派

の元会長・細田前衆院議長の死去

に伴う選挙で、実態解明への姿勢

が問われた結果と言えます。 

自民党は、劣勢が伝えられると

首相が 2 度の応援に入るなど、党

を挙げての選挙戦を展開し支持団

体の組織票固めに力を入れました

が、裏金事件に加え、細田氏の

「世界平和統一家庭連合（旧統一

教会）」との深い関係が指摘され

たこともあり大差の結果となりま

した。島根県はかつての中選挙区

制時代も含めて、自民勢力が当選

を重ねる「保守王国」でしたが、

その一角が崩れました。 

東京 15 区は公職選挙法違反の

罪で有罪となった柿沢前法務副大

臣の辞職に伴う選挙。立憲や維新

や小池都知事が率いる「都民ファ

ーストの会」支援候補など 9 候補

の混戦でしたが、立憲が擁立した

酒井菜摘氏が、維新新顔の金沢結

衣氏（国民民主党支持）などを破

り、初当選しました。 

谷川弥一前衆院議員の裏金事件

を受けた辞職による長崎 3 区で

は、立憲と維新の野党同士の一騎

打ちとなりました。前回衆院選で

谷川氏に惜敗し、比例復活で現職

だった立憲の山田勝彦氏が、維新

との争いを制しました。 

今回の選挙結果は次の闘いへ大

きな弾みとなりましたが、勝因は

何といっても『自民の驕り・相手

側の失策』が紛れもない大きな要

因、立憲民主の実力とは言い難い

ことも事実です。 

いずれにしても、純粋野党との

選挙協力が大きなポイントだった

ことも確かです。立憲本部も今後

の総選挙へ向けてキチンとこのこ

とを認識て選挙戦略を構築すべき

ではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 中間貯蔵操業反対のネット 

署名をお願いします 

 

 

 

 

 

 

社民フォーラム青森・第 3 回政治学習会 辻元清美参議院議員講演会 
《と き》2024 年７月７日（日）13：00  

《ところ》青森県労働福祉会館４階ホール 

 ※ 政治日程（総選挙等）などにより変更または延期となる場合もあります。 

確定した段階であらためてお知らせしますが、多くの皆さんのご参加をお願 

いします。参加希望者は栗橋までご一報ください。 

★ 資金カンパも募っています【振込先】 ゆうちょ銀行 普通預金 店名：八四八 口座番号：0830170 

                    名義：核の「中間貯蔵施設」はいらない！下北の会 



むつ市のスマートシティ構想って？ 
「コンパクトシティ」を標榜して、平成の大合併

以来、当むつ市もその道を歩んできたことはみなさ

んもご承知のことと思います。いわゆる都市機能の

郊外拡散を抑制し、近距離範囲で効率的な都市機能

を充実させるある意味で効率的な都市政策です。し

かし一方では遠隔地域では過疎化に一層拍車がかか

り、その地域の住民はより不便さを強いられる弱点

を含んでいます。 

こうしたなか、今度は「スマートシティ」構想が

進んでいます。耳慣れない言葉ですが、この構想は

デジタル技術を活用して、都市インフラ・施設や運

営業務等を最適化し、企業や生活者の利便性・快適

性の向上を目指す都市政策です。具体的には「都市

内に張り巡らせたセンサー・カメラ、スマートフォ

ン等を通じて環境データ、設備稼働データ・消費者

属性・行動データ等の様々なデータを収集・統合し

て AI で分析し、更に必要に応じて設備・機器などを

遠隔制御することで、都市インフラ・施設・運営業

務の最適化、企業や生活者の利便性・快適性向上を

目指すものとされています。 

むつ市やむつ商工会議所などは 2022年７月に地域

デジタル通貨の発行やオープンデータ基盤の構築、

行政手続きの簡素化を進めるなどして、地域課題の

解決を目指すとして当時の宮下市長の肝いりで「む

つ市スマートシティ推進協議会」を設立しました。

現在はスマートフォンを利用した「市民パスポート」

や「高齢者無料乗車証」などマイナンバーカード拡

大と結びつけた政策程度ですが、今後は様々なデジ

タル化への政策が示されると思われます。 

しかし、このスマートシティ構想にも様々な問題

点が内在しています。具体的には①イニシャルコス

ト（初期費用）が高い、②セキュリティ上の懸念が

ある、③システム障害、サイバー攻撃のリスクがあ

る、などです。また、高齢者への配慮などは大きな

課題です。そうした意味でもこの政策にも市民目線

でキチンと監視する必要があります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【編集後記】4 月は超多忙でした。むつ中間貯蔵施設

の稼働スケジュールが発表されて以来、全国の反原

発を取り組むグループから原稿やコメント、ZOOM

会議参加の依頼が相次ぎました、全国で今、使用済

み核燃料の乾式貯蔵施設＝中間貯蔵施設の計画が出

されてきたためでしょう、今までは中間貯蔵問題は

むつ市固有の課題として扱われる傾向でしたが、喜

ぶべきか悲しむべきか…今は５月 19 日の集会成功へ

向けて頭がクラクラ状態です。果たしてどれ位の参

加者があるのか、かつてのような労組の動員も全く

ありません。この間の一連の集会などに参加されて

方へのハガキや郵便でお知らせするだけです。今は

集会成功へ向けてインターネット署名やカンパを募

っています。ぜひご協力ください。署名やカンパは

次のホームページからご確認ください。 (栗) 

http://shimokitanokai.g1.xrea.com/ 



 

義経一行は九艘泊の港で船の修復

もさることながら、この冬を九艘泊

で送らなければならないと判断し、

毎日のように山へ出ては木の切り出

しなどを行い、どうやら住み家を建

てるまでに至った。 

 義経の住み家は細心の注意を払い、

九艘泊より崎をかわした場所にした。そこは現在「トノ

マ」（殿澗）といわれている。 

 九艘泊とトノマの山にかけて、毎日筏出しをしていた

ある日、どうしたことか木の枝に吊るしておいた昼食用

の包みが無くなっていた。山中を探し廻ると、大きな木

の陰に弱り果てた小猿に一生懸命食べものを与えている

親猿を見つけた。みんなはこの日、初めて猿を発見した

のである。親猿は真剣なまなざしで子猿を介抱して逃げ

ようともしない。初めは腹を立て、追い払おうとした人

達も哀願するような親猿の姿に次第に哀れを催した。  

 毎日の作業が終ると、若い者達は夕餉の材料を求め、

山菜や時には野兎などを追った。ある日、野兎狩りをし

て帰ろうとしたが、どうしても一人帰ってこない。みん

なで探したが見つからないまま、日が暮れでしまい、仕

方ないから明朝また探そうということになった。実は、

探していた若者は家に帰っていたのだが、怪我をしてい

たのだった。若者の話によると兎を追っている間に沢か

ら落ちて足の骨が折れ、動けないでいると、どこから来

たのか数匹の猿が現れ、ここまで運んでくれたという。 

 「猿は恩を忘れなかったのだ」と、みんな感心した。 

 それからは作業に行くと、必ず数匹の猿の群れが現れ

た。ある時はキキッーと奇声を発して大熊の現れるのを

教えたり、強風が吹いて木の下敷きになろうとするのを

騒ぎ立てて告げたり、猿はみんなを守ってくれているよ

うであった。 

 こうして毎日声をかけ合って作業を始めるなど、猿と

の交流が続いていった。例の子猿も元気に親猿について

いるのも確認された。 

 義経はみんなの献身的な作業のおかげで新しい家に住

み、日々を送っていたが、ある日の深更、夢の中に白髪

の老人が現われた。 

「わしはこの山の主じゃ、蝦夷地に渡るにはこの海は難

所続きで容易でない。山伝いに北に進めば、蝦夷地の見

えるところに出る、そこから渡れば、海の神も守ってく

れる」このお告げで一行は山伝いに北へ進むことになり、

牛の背に荷物や家を建てる角材をのせて出発することに

なった。 

 九艘泊を出て山に出ると、不思議なことに野猿の群が、

キャッキャッと一行を迎えるように先になって枝から枝

へと飛び歩いた。やがてけもの道とも杣夫道とも知れぬ

道へ出、その道を北へ北へ進んでいるうちに海が見えて

きた。海の彼方をよく見ると、はるかに山かげがあって

「あっあれが、夢にまで見た蝦夷地であろう」と元気が

出て、疲れも忘れ夢中になって山を下ろうとすると、先

がけてきた猿の群が見えなくなっている。 

 折から、雷鳴と共に豪雨になった。強風が加わり、も

のすごい天地雷鳴か起った。アレヨ、アレヨという間も

あらばこそ、荷を背にした人も牛も一団となって、滝の

ように海岸めがけて流れて行く。キャッキャッと、その

時どこからともなく猿の声が聞えてきた。弁慶の方へ向

って猿のボスが山手を指さしている。 

 弁慶は猿の群の指している山の方へ登ることにし、再

び出伝いに進んだ。日が暮れる頃になって、風も雨もど

うやら治まり、ようやく海岸線に出た。ここでも義経一

行は、猿のおかげで九死に一生を得たのだった。 

 菅江真澄は、寛政４年（1792）の 10 月、松前から半

島の奥戸に渡り、佐井、矢越、磯谷あたりを歩いて義経

の伝説を訪ねている。 

 磯谷から南へ行くと、長後、福浦、牛滝などという浦

があるが、仏ヶ宇多（仏ヶ浦）というところがあって、

その石の形が卒塔婆によく似ている。このあたりの材木

石は殊に長く、五尺、七尺にも及んでいる。 

 源九郎判官義経が、この磯から蝦夷地松前の島へ橋を

かけようとして、沢山の材木を牛の背に積ませてここま

で来ると、その牛が倒れ伏したので、ここに牛滝という

名がつけられた。そしてその材木がみんな石に化けてし

まって、材木石になった、と牛ひきの子どもが語ってい

たと「牧の冬枯」で書いている。 

 義経の一行はここを根拠に松前（北海道）へ渡る方途

を考え、家来の矢越作左衛門を住まわせたので「矢越」

という地名がついたとの事。また近くの「願掛岩」も、

義経らが松前に渡れるように願をかけた所といわれる。 

 現在、願掛岩は男願掛岩と女願掛岩の二つになってい

る。後の話になるが、願掛岩の中腹に神社を建てるため

に地ならしをしていたら、八百貫もある大岩があった。

これを取り除いてみたら、その下に焚火の跡があり、炭

が残っていて、二振りの剣があったという。矢越作左衛

門のものか、義経公の剣か判らないが、その時、石器類

の武器らしいものも出たので神社に祀ったという記録が

古い磯谷の分校に残されていた。  

さて、義経一行は潮の流れを利用しなければ蝦夷地へ渡

ることが困難とわかり、大間をかわして蛇浦（風間浦村）

のグラリ岩を通りぬけ、ハネコエ島（蛇浦海岸）から松

前へ渡ったという。ハネコエ島は義経の八艘飛びにちな

んでつけられたもので、義経一行が無事松前へ渡るよう

祈って、地元の人々が名づけたものとされている。 

（森勇氏の「下北伝説の旅」より抜粋）  

シリーズ・歴史を紐解く⑰ 下北半島に残る義経伝説（後編） 
 


